
 
 
 
 

「審議まとめ」から 

 

 

　　 

自らの人生を舵取りすることのできる民主的で持続可能な社会の創り手の育成 

かじ

 

「当事者意識をもって、自分の意見を形成し、対話と合意ができる」 

に向かう教育課程の充実・改善 ❶ 
 
【各教科及び総合的な探究の時間】 
 
◆  各教科等を通じて、自分の意見を根拠をもって表現する活動に慣れ親 

しむことは、対話と合意を図る活動を円滑に行う上で大きな役割を果た 
す。また、多様な他者の主張や感情を受け止め、自分の意見を豊かに形 
成し、相手にどう受け取られるかを意識しながら表現することを重視す 
る国語科の改善や、多面的・多角的に社会事象を捉える活動を一層重視 
する社会科の改善等も重要である。 

◆　総合的な探究の時間は、自己の興味・関心に関わる課題等についてま 
とまった時間をとって探究する中で、多様な他者と議論したり、協働し 
て課題を解決したりする学習過程を含むものでもあり、「好きを育み、 
得意を伸ばす」と「当事者意識をもって、自分の意見を形成し、対話と 
合意ができる」とを両輪で推進する上で重要な位置付けを担う。 

 
【特別活動】 
 
◆　確かな民主主義の担い手を育み、共生社会を実現する基盤として位置付けられた特別活動の役

割も大きく、主体的・実践的に社会参画する力を育むことができるよう、特別活動を中核として
見直しを図ることが重要である。例えば、児童会・生徒会活動では、学校のきまりなどの生活上
の課題の解決に向けて児童・生徒が提案や意見表明を行い、教師等との話合いを通して学校運営
に関わること、学校行事では、企画や運営を含めて児童・生徒が主体的に役割を担うこと等を位
置付けることとした。 

◆　価値の対立や葛藤と向き合いながら納得解や暫定解を創り上げていく活動を通じて、安易な多
数決を回避し、少数意見の吟味を重視することを学びつつ、人間関係形成と社会創造、自己実現
の視点を往還して育成した資質・能力は、総合的な探究の時間や道徳、各教科の学びを深めてい
く上でも基盤となる。 

 

源 流 
第３４３号　　教育長　　儘田　文雄 

　寛容さ 

 

 

 

  
※　寛容さは、人間としての器の大きさに比例すると思います。

心理学者　マクスウェル・マルツ  
人を許す能力は、人間としての自分の価値を測る、大きなものさし。 

出典：「賢人たちに学ぶ　自分を磨く言葉」本田季伸著（かんき出版）


